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平
成
29
年
度
は
、
改
正
社
会
福
祉
法
が
本
格
施

行
さ
れ
、
内
部
管
理
体
制
の
整
備
や
人
材
雇
用
の

推
進
に
取
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
身
近
な

相
談
窓
口
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
住

民
主
体
の
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に
努
め
ま
し
た
。

 

社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
機
能
強
化

①
法
人
運
営
事
業
の
推
進

・
２
部
制
に
よ
る
組
織
管
理
機
能
強
化
。

・
目
標
設
定
に
よ
る
労
務
管
理
や
交
通
事
故
予
防

対
策
等
の
啓
発
お
よ
び
周
知
。

・
市
と
の
人
事
交
流
。

・
全
般
的
な
組
織
体
制
の
見
直
し
に
加
え
て
、
法

人
の
運
営
基
盤
の
強
化
。

②
社
会
福
祉
従
事
者
の
育
成

・
職
員
全
体
研
修
の
開
催
。
相
談
窓
口
機
能
強
化

の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
や
事
例
検
討
を
実

施
。

・
中
長
期
的
な
人
材
雇
用
と
人
材
育
成
を
視
点
に

し
た
業
務
の
執
行
。

 

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」
の

　
　

 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
活
動

①
地
域
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

・
年
４
回
の
社
協
だ
よ
り
発
行
。

・
役
職
員
が
直
接
足
を
運
ん
で
の
社
協
の
Ｐ
Ｒ
と

会
員
の
加
入
促
進
。
賛
助
・
団
体
会
員
加
入
は

延
べ
３
１
１
会
員
。

 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
を

　
　
　

め
ざ
し
て
と
も
に
支
え
あ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

地
域
福
祉
事
業

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
と
援
助

・
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
福
祉
教
育
活

動
を
推
進
。

・
小
・
中
学
校
で
の
高
齢
者
疑
似
体
験
学
習
。

・
「
出
前
講
座
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
配
布
や

講
師
派
遣
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
。

②
住
民
主
体
に
よ
る
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
で
の
新
規
立
ち
上
げ
相

談
対
応
や
助
成
金
の
増
額
。

・
ほ
ほ
え
み
さ
ん
（
協
力
員
）
に
よ
る
、
身
近
な

人
の
支
え
あ
い
活
動
の
推
進
。

③
子
育
て
支
援
の
推
進

・
子
育
て
を
応
援
し
て
ほ
し
い
側
と
子
育
て
を
応

援
す
る
側
の
マ
ッ
チ
ン
グ
調
整
・
支
援
。

・
育
児
の
悩
み
等
を
話
せ
る
交
流
会
を
実
施
。

・
吉
田
支
所
内
の
「
ふ
わ
ふ
わ
」
保
育
室
に
お
い

て
一
時
預
り
・
病
後
児
預
り
を
実
施
。

 

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の

　
　

 

安
心
感
を
支
え
る
介
護
保
険
等

　
　
　
　
　

 

専
門
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

・
一
般
介
護
予
防
事
業
で
は
、
地
域
の
登
録
支
援
員

と
一
緒
に
、
10
会
場
で
開
催
。
延
べ
参
加
者
数

３
６
０
３
人
・
前
年
度
よ
り
延
べ
３
４
５
人
参
加

者
数
増
。　

・
通
所
介
護
事
業
で
は
、
利
用
定
員
の
増
員
を
目
指

し
、
能
動
的
音
楽
療
法
や
軽
度
運
動
療
法
を
行
な

う
が
、
利
用
者
は
昨
年
度
並
。

・
居
宅
介
護
支
援
事
業
で
は
、
定
期
的
な
検
討
会
を

通
し
て
質
の
向
上
に
努
め
、
他
機
関
の
医
療
従
事

者
と
連
携
し
た
終
活
や
健
康
増
進
の
啓
発
活
動
の

実
施
。

・
福
祉
用
具
貸
与
事
業
で
は
、
支
所
の
空
き
ス
ペ
ー

ス
を
利
用
し
た
福
祉
用
具
展
示
に
よ
る
顧
客
獲
得
。

　

定
期
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
に
よ
る
業
務
課
題
の
改

善
・
対
策
に
取
組
み
、
利
用
者
数
は
増
。

・
訪
問
介
護
事
業
、
障
害
者
自
立
支
援
事
業
で
は
、

特
定
事
業
所
加
算
の
取
組
み
や
、
効
率
的
シ
フ
ト

運
用
に
よ
る
時
間
外
勤
務
減
。

 

地
域
の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て

　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
活
動

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
受
託
し
３
年
目
。
三

職
種
の
２
ユ
ニ
ッ
ト
導
入
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
迅
速
、
丁
寧
な
相
談
対
応
。

・
出
前
講
座
や
各
種
行
事
参
加
に
よ
り
、
相
談
窓
口

と
し
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
周
知
。

・
市
役
所
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
新
し
い
総
合
事

業
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
へ
の
取
組
み
を
実
施
。

【
お
問
合
せ
先
】　

　
　

総
務
課　

電
話
・
お
太
助
フ
ォ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
２

－

２
９
４
１

　平成29年度 安芸高田市社会福祉協議会事業報告

2018（平成30）年７月 2



費　　　目 金　　額

社会福祉事業 381,561,254
法人運営事業 150,194,786
地域福祉事業 55,992,073
貸付事業 516,400
本所事業所（介護保険事業） 61,256,499
吉田事業所（介護保険事業） 39,438,234
甲田事業所（介護保険事業） 74,163,262

公益事業 75,272,997
施設管理事業 13,984,600
地域包括支援事業 61,288,397

当期末支払資金残高 167,931,665
合　　　計 624,765,916

費　　　目 金　　額

会費収入 4,988,000
寄附金収入 7,312,000
経常経費補助金収入 67,959,822
受託金収入 97,793,099
事業収入 6,831,438
介護保険事業収入 215,719,376
障害福祉サービス等事業収入 14,348,490
その他の収入 1,415,992
その他の活動による収入 59,761,160
前期末支払資金残高 148,636,539

合　　　計 624,765,916

支　出

　平成29年度 安芸高田市社会福祉協議会事業報告

収　入

事　業　名 実　　　績

地　

域　

福　

祉　

事　

業

ボランティア活動事業 登録団体数24団体、登録者数368名

地域包括ケア推進事業 お太助フォンによる「元気コール」利用世帯数37世帯
生活支援ワーカー数　11名、見守り地図、要支援者名簿作成

ふれあいサロン事業 市内99サロン（うち新設６サロン）
ほほえみネット事業 協力員（ほほえみさん）119名、延べ支援件数277件
障がい者地域生活アシスタント事業 登録者数23名、生活協力員数43名、延べ支援回数47回
ファミリーサポートセンター事業 依頼会員50名、提供会員57名、両方会員5名　延べ支援件数365件
子育て支援センター事業 会員登録数167件、延べ支援件数482件
かけはし事業 登録者数38名、生活支援員23名、延べ支援回数4,613件
成年後見事業 受任件数2件、延べ支援回数154件

安心生活創造事業 利用者数238名、登録訪問員数342名、巡回訪問支援回数5,634件
契約訪問支援回数128件、実態把握調査数52件

配食サービス事業 登録者数127名、配食回数197回、延べ配食数1,437食
家族介護者リフレッシュ事業 年1回、参加者数31名
生活・介護サポーター養成事業 第12期修了者13名、継続研修参加者71名
小地域のお茶の間づくり事業 市内4か所、延べ開所日181日、延べ参加者数3,323名
地域保健福祉事業 開催数70回、延べ利用者数1,331名
一般介護予防事業 市内10会場、登録者数137名、開催数443回、延べ参加者数3,603名

介
護
保
険
事
業

本所事業所
　　居宅介護支援事業 延べ利用者数2,490名、要介護認定調査延べ利用者数156名
　　福祉用具貸与事業 貸与事業延べ利用者数3,889名、自費レンタル事業延べ利用者数242名
　　福祉用具販売事業 延べ利用件数107件
吉田事業所
　　訪問介護事業 延べ利用者数718名、訪問介護自費サービス延べ利用者数10名
　　障害者自立支援事業 延べ利用者数215名
甲田事業所
　　訪問介護事業 延べ利用者数720名
　　通所介護事業 延べ利用者数839名
　　障害者自立支援事業 延べ利用者数25名

地
域
包
括

支
援
セ
ン

タ
ー
事
業

総合相談業務 延べ相談件数916件
権利擁護業務 相談・通報受理件数11件
介護予防ケアマネジメント業務 延べ利用者数5,161人

（単位：円）平成29年度 資金収支決算

2018（平成30）年７月3



　

平
成
29
年
度
共
同
募
金
運
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ま
、
並
び
に
関
係
各
位
の
皆
さ
ま
か
ら
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
共
同
募
金
運
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

 

地
域
福
祉
課　

電
話
・
お
太
助
フ
ォ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
７

－

１
１
３
１

　

子
ど
も
の
あ
そ
び
場
は
、
誰
で
も
い
つ
で
も
親
子
で
参
加
で
き
る
、

無
料
の
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
で
す
。

　

今
回
、
子
育
て
中
の
母
親
を
対
象
に
、
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
講

演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
あ
そ
び
場
を
利
用
し
、
子
ど
も
た
ち
は
お
も

ち
ゃ
で
遊
び
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
最
後
に
は
、

子
育
て
の
悩
み
な
ど
の
質
問
会
を
設
け
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
質
問

が
あ
り
、
大
変
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

安
芸
高
田
市
共
同
募
金
委
員
会

地
域
助
成
金
を
活
用
し
た
活
動
の
紹
介

�

『
子
ど
も
の
あ
そ
び
場
』（
甲
田
町
）　

収　　　入 支　　　出

共
同
募
金

戸別募金 4,287,700

県共募
送納金

5,458,710

法人募金 266,498

職域募金 612,050

街頭・イベント募金 250,384

その他の募金 42,078

交 付 金 291,000 事務費支出 291,000

合　　計 5,749,710 合　　計 5,749,710

平成29年度事業報告・収支決算（単位：円）

ご協力いただきました募金は
　　 安芸高田市内の福祉活動へ
・地域助成事業（６団体へ助成）
・ふれあいサロン事業
・成年後見事業
・配食サービス事業
・小地域のお茶の間づくり事業　など
　募金は、広島県共同募金会へ全額送金し、募金の約30％が県内の様々な福祉活動に、約70％
が、安芸高田市共同募金委員会に配分され、地域の福祉活動に役立てられています。

講演会『産むこと、育てることのお話会』を実施

温もりのある木のおもちゃであそぶ子どもたち

2018（平成30）年７月 4



【お問合せ先】地域福祉課　　電話・お太助フォン：４７－１１３１

ご
登
録
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
お
太
助
協
力
店
」

お
太
助
協
力
店
と
は
？

　

「
お
太
助
協
力
店
」
は
、
日
常
業

務
や
配
達
時
な
ど
に
、
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
世
帯
な
ど

へ
、
声
掛
け
や
安
否
確
認
を
行
な
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
地
域
福
祉
へ

の
貢
献
も
兼
ね
備
え
る
お
店
と
し
て

ご
協
力
・
ご
登
録
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

見
守
り
や
買
い
物
支
援
を
必
要
と

す
る
方
（
安
心
生
活
創
造
事
業
利
用

者
）
が
、
日
常
生
活
品
の
注
文
や
、

ち
ょ
っ
と
し
た
家
屋
の
修
繕
な
ど
の

依
頼
を
、
身
近
な
お
店
で
安
心
・
気

軽
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
吉
田
町

朝
胡
商
店

上
田
建
築  

大
田
設
備

株
式
会
社　

オ
キ
タ
石
油　

吉
田
Ｃ
Ｓ
・
セ
ル
フ
甲
田
Ｃ
Ｓ

お
食
事
と
喫
茶　

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ

カ
ラ
ー
セ
ン
タ
ー
吉
田
店

北
屋
呉
服
店

興
電

坂
田
木
工

サ
ン
パ
ラ
ソ
ル

す
み
よ
し
吉
田
店  

株
式
会
社　

竹
葊
ガ
ラ
ス

株
式
会
社
中
電
工　

安
芸
高
田
営
業
所

中
尾
バ
ラ
ン
ス
整
骨
院

有
限
会
社　

仁
井
モ
ー
タ
ー
ス

ハ
ラ
ダ　

ゆ
め
タ
ウ
ン
吉
田
店

有
限
会
社　

日
之
丸
衛
生
社

広
島
ガ
ス
高
田
販
売
株
式
会
社

広
島
北
部
農
業
協
同
組
合

株
式
会
社　

マ
ル
シ
ン

有
限
会
社　

脇
地
石
油
店

●
八
千
代
町

株
式
会
社　

池
田
商
店

エ
デ
ィ
オ
ン
す
み
よ
し
八
千
代
店

珈
琲
庵　

舞

株
式
会
社　

高
山

土
師
ダ
ム
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

�

土
師
さ
く
ら
亭

三
矢
オ
ー
ト　

株
式
会
社

●
美
土
里
町

株
式
会
社　

神
楽
門
前
湯
治
村　

 

株
式
会
社
中
岡
総
合
電
設

株
式
会
社　

師
岡
商
店

●
高
宮
町

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
川
根 

株
式
会
社　

熊
高
組 

車
検
の
コ
バ
ッ
ク
安
芸
高
田
店 

す
ず
ら
ん
薬
局　

高
宮
店

高
宮
温
泉　

た
か
み
や
湯
の
森   

株
式
会
社　

武
田
電
設

塚
本
鉄
工
所

パ
ス
ト
ラ
ル
な
が
お
か

美
容
室　

ア
ト
リ
エ

●
甲
田
町

株
式
会
社　

吉
川
商
店

協
同
組
合　

�

甲
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ　

ユ
キ
タ
ケ

サ
ン
パ
テ
ィ
オ
す
み
よ
し

セ
ゾ
ン
・
ド
・
マ
ツ
シ
マ   

中
国
新
聞
甲
立
販
売
所

株
式
会
社　

藤
崎
商
会

有
限
会
社　

Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ　

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ 

有
限
会
社　

み
や
も
と
石
材
店

●
向
原
町

エ
デ
ィ
オ
ン
向
原
店　

㈱
佐
々
木
電
機

酵
素
風
呂　

森
蔵

株
式
会
社　

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
広
島

高
橋
電
機　

向
原

向
原
農
村
交
流
館
や
す
ら
ぎ

ヨ
シ
オ
カ
建
築

お
太
助
協
力
店
一
覧
（
敬
称
略
）

「あいちゃんのホッとするカフェ」協力員募集!!
「あいちゃんのホッとするカフェ」で、参加者の話し相手やレクリエーションの
手伝い、カフェの準備など支援していただける協力員を募集しています。

 活動場所：ふれあいセンターこうだ（今年度、吉田町、八千代町で開設予定）

 ～申込みから支援までの流れ～
①　登録申請
②　認知症サポーター養成講座の受講（9月下旬から10月上旬において実施予定）
　　（認知症について正しい知識を持って、参加されている認知症の方や家族を支援していただく

ため）
③　認知症カフェを体験
④　認知症カフェの協力員としてスタート‼

　皆さんの申込みをお待ちしています

募集期間
平成30年７月15日～８月31日

2018（平成30）年７月5



【お問合せ先】地域包括支援センター　　　電話・お太助フォン：47－1132

 

業
務
内
容

①
健
康
・
福
祉
全
般
に
関
す
る
相
談

高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
な
ど
か

ら
、
健
康
の
不
安
や
介
護
の
悩
み
な
ど
、

健
康
や
福
祉
に
関
す
る
様
々
な
相
談
を
受

け
ま
す
。

②
介
護
予
防
の
相
談
、サ
ー
ビ
ス
の
利
用
調
整

生
活
機
能
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の

結
果
、
機
能
の
低
下
が
見
ら
れ
る
人
や
、

要
介
護
認
定
で
「
要
支
援
１
・
２
」
と
認

定
さ
れ
た
人
に
、
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン

を
つ
く
り
、
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
に
向
け
た
支
援
を
行
な
い
ま

す
。

③
虐
待
の
早
期
発
見
・
防
止
な
ど
権
利
擁
護

高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
相
談
に
は
、
他
の

機
関
と
連
携
し
て
対
応
し
、
虐
待
の
早
期

発
見
と
防
止
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
判
断

能
力
が
十
分
で
な
い
た
め
財
産
管
理
が
で

き
な
い
場
合
な
ど
に
、
財
産
管
理
な
ど
を

代
わ
り
に
行
な
う
「
成
年
後
見
制
度
」
の

普
及
や
利
用
の
手
続
き
な
ど
の
支
援
を
行

な
い
ま
す
。

④
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

地
域
の
高
齢
者
を
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
が
連

携
し
て
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
支
援
や
地
域
団
体
・

関
係
機
関
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　

安
芸
高
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
専
門
職
員
（
社
会
福
祉
士
、
保
健

師
・
看
護
師
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

が
連
携
し
て
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
健
康
や

福
祉
に
関
す
る
相
談
・
支
援
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

健康フェスタでの相談の様子

健康ミニ講座の様子

地域の高齢者の身近な相談窓口！地域包括支援センター！
～高齢者の健康や介護のことなどお気軽にご相談ください～

2018（平成30）年７月 6



【お問合せ先】地域包括支援センター　　　電話・お太助フォン：47－1132

出
前
講
座
も
や
っ
て
い
ま
す

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
元

気
に
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
の
出
前

講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
サ
ロ
ン
や
老
人
会
、
お
友
達

の
グ
ル
ー
プ
な
ど
数
人
の
グ
ル
ー
プ
で

も
大
丈
夫
で
す
。

　

一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

メ
ニ
ュ
ー

・
認
知
症
予
防
・
対
応
、
地
域
づ
く
り
等

・
う
つ
病
予
防
、
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
応
等

・
高
齢
者
の
生
き
方

そ
の
他
に
も

・
高
齢
者
の
健
康

・
季
節
に
合
わ
せ
た
健
康
の
お
話

・
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

・
転
倒
予
防
体
操

・
高
齢
者
の
安
心
し
た
生
活
の
た
め
に

　
（
消
費
者
被
害
・
虐
待
・
財
産
管
理
等
）

・
自
立
し
た
生
活
を
目
指
し
て　

等

皆
さ
ん
の
ご
要
望
に
よ
り
、
内
容
を
検

討
し
ま
す
。

ご
希
望
が
あ
れ
ば
、寸
劇
も
で
き
ま
す
。

「
健
康
ミ
ニ
講
座
・
相
談
会
」日
程

　

市
民
の
方
が
困
り
ご
と
を
相
談
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
と
し
て
、「
健
康
ミ
ニ
講
座
・
相
談
会
」
を
各

町
で
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
事
前
申
込
み
は
不
要

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
場　

所
】

吉　

田
：
安
芸
高
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

�

　

３
階
第
５
研
修
室

八
千
代
：
八
千
代
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー

�

　

機
能
訓
練
室

美
土
里
：
市
役
所
美
土
里
支
所　

１
階
サ
ロ
ン

高　

宮
：
市
社
協
高
宮
支
所　

ホ
ー
ル

甲　

田
：
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
こ
う
だ　

相
談
室

向　

原
：
市
役
所
向
原
支
所　

２
階
大
会
議
室

【
内　

容
】

８　

月
：
認
知
症
予
防

�

　

～
生
活
習
慣
を
見
直
そ
う
～

９　

月
：
認
知
症
予
防　

～
適
度
な
運
動
～

10　

月
：
冬
の
健
康

�

　

～
風
邪
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
～

【
日　

時
】

○
健
康
ミ
ニ
講
座

　

10
：
00
～
10
：
30

○
相
談
会

　

10
：
00
～
11
：
30

８月 ９月 10月
吉　田 28日 25日 23日
八千代 20日 10日 15日
美土里 24日 21日 19日
高　宮 22日 19日 17日
甲　田 23日 20日 18日
向　原 21日 18日 16日

（消費者被害）

（高齢者虐待）

笑いあり♪ 職員による寸劇の様子

地域の高齢者の身近な相談窓口！地域包括支援センター！
～高齢者の健康や介護のことなどお気軽にご相談ください～

特集
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ふ れ あ い サ ロ ン 物 語

「なかよしサロン」は八千代町の下根集会所で開催しています。

私たちのサロンは、町内唯一の昼食を食べ

るサロンです。

一人暮らしの方も多く、皆さんとの食事を

楽しみにしておられ、献立も皆さんに相談し

て決める事もあります。

時にはどなたかが先生になり、手芸や空き

缶、折り紙等を使った作品を教え合ったりし

ています。また、全員でするトランプは、時

に女学生の様にキャーキャー言って楽しんで

おり、こういう気持ちがいつまでも元気で若

さを保つ要因のひとつになればと思っており

ます。

（なかよしサロン世話人）

サロンは月１回のお楽しみ会
～なかよしサロン（八千代町）～

「下川根サロン」は高宮町の下川根集会所で開催しています。

私たちのサロンは、スタートしてから３

年目となりました。会員は現在９名ですが、

「泥おとし」や「忘年会」などの行事には、

市外に出ている人なども参加して 15 名く

らいになることもあります。

みんな年齢を重ねていくにつれ「おしゃ

べり」中心の活動となっていますが、楽し

く過ごしています。

この地域も人は減るばかりですが、四季

折々の自然豊かな環境の中で、みんな仲良

く元気で頑張りたいと思います。

（下川根サロン世話人）

水と緑の郷(さと)で
～下川根サロン（高宮町）～

家電販売・電気工事・水道工事

安芸高田市向原町坂143-1

TEL46-2118 FAX46-4019

高橋電機 向原

2018（平成30）年７月 8



ふ れ あ い サ ロ ン 物 語

「絆ふれあいサロン」は甲田町の小原中央集会所 絆で開催しています。

私たちのサロンでは、甲田中学校1年

生との交流会を行ないました。中学生持

参の手作り福笑いでは、目隠しをして目・鼻・

口等を並べ自分好みのイケメンのできあが

りに大笑いしたり、ビンゴゲームでは童心

に帰り大いに盛り上がりました。

タコ焼き作りも一緒に行ない、工夫しな

がら作ったタコ焼きはおいしく、笑顔いっ

ぱいの楽しいひとときを過ごしました。

記念に中学生の手作りのお守りをいた

だき、私たちの宝物として大切にしたいと

思っております。

（絆ふれあいサロン世話人）

中学生に囲まれ若返った一日！！
～絆ふれあいサロン（甲田町）～

「琴比良ふれあいサロン」は向原町の坂６区集会所で開催しています。

私たちのサロンは立ち上げて約15年に

なります。皆さんとの親睦を目的に料理・

体操教室・日帰り旅行・しめ縄作りなどを

企画し、前回は昔ながらの臼と杵で餅つき

を行ない子ども達も参加して大盛況でした。

今回は、待ち遠しかった春の訪れを感じ

ながら毎年恒例のお花見とグラウンドゴル

フを行ない楽しい時を過ごしました。

これからもこのような楽しい行事に一人

でも多く参加していただくよう声かけを

し、長く続けていきたいと思っています。

（琴比良ふれあいサロン世話人）

みなさんの参加を待っています
～琴比良ふれあいサロン（向原町）～

広島県安芸高田市八千代町下根578
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【お問合せ先】介護福祉１課・福祉用具貸与事業所　　電話・お太助フォン：４７－１１３３

福
祉
用
具
の
基
礎
知
識

　

介
護
ベ
ッ
ド
や
車
い
す
を
は
じ
め
と
し
た

福
祉
用
具
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方

の
身
体
機
能
を
補
う
と
と
も
に
、
介
護
す
る

方
の
負
担
を
軽
減
す
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
福
祉
用
具
を
活
用
す
る
メ
リ
ッ
ト

①
ご
利
用
者
の
自
立
の
可
能
性
を
高
め
る

②
介
護
さ
れ
る
方
の
負
担
を
軽
減
す
る

③
よ
り
安
全
な
環
境
づ
く
り

　

福
祉
用
具
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
よ

り
安
全
な
環
境
と
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
ご
利
用
者
が
ご
自
分
で
で
き
る
こ

と
を
増
や
し
、
自
信
や
意
欲
を
引
き
出

す
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
介
助
す
る
方
の
腰
痛
や
疲
労

な
ど
身
体
的
な
負
担
を
軽
減
で
き
ま
す
。

福
祉
用
具
の
種
類

（
レ
ン
タ
ル
で
き
る
福
祉
用
具
）

●
車
い
す
・
付
属
品　

●
特
殊
寝
台
・
付
属
品

●
床
ず
れ
防
止
用
具　

●
体
位
変
換
器

●
手
す
り　
　
　
　
　

●
ス
ロ
ー
プ

●
歩
行
器　
　
　
　
　

●
歩
行
補
助
杖

●
認
知
症
老
人
徘
徊
感
知
機
器

●
自
動
排
泄
処
理
装
置

●
移
動
用
リ
フ
ト

(
購
入
で
き
る
福
祉
用
具)

●
腰
掛
便
座　
　
　
　

●
入
浴
補
助
用
具

●
自
動
排
泄
処
理
装
置
の
交
換
可
能
部
分

●
簡
易
浴
槽

●
移
動
用
リ
フ
ト
の
つ
り
具
の
部
分

※
介
護
度
に
よ
り
利
用
で
き
る
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

福
祉
用
具
を
使
用
さ
れ
る
に
あ
た
り

　

福
祉
用
具
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
目
的
が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
者
の

身
体
状
況
や
生
活
環
境
に
適
し
た
福
祉
用
具

を
、
事
業
所
の
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
が
ご
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
用
具
の
中
に
は
、
そ
の
操
作
に

知
識
や
技
術
が
必
要
な
も
の
、
す
ぐ
に
は
生
活

に
な
じ
み
に
く
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
適
切
に

お
使
い
い
た
だ
く
た
め
事
前
に
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
ご
利
用
中
も
定
期
的
に
使
用
状
況
を

確
認
す
る
等
、
し
っ
か
り
と
し
た
ア
フ
タ
ー
ケ

ア
も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

福
祉
用
具
を
展
示
し
て
い
ま
す

　

『
福
祉
用
具
を
実
際
に
見
た
り
触
っ
た
り
で

き
る
場
所
が
あ
っ
た
ら
い
い
の
に
…
』
と
の
声

を
多
く
い
た
だ
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
昨
年

か
ら
市
社
協
各
支
所
で
福
祉
用
具
の
展
示
を
行

な
っ
て
お
り
ま
す
。
新
商
品
等
で
展
示
内
容
も

随
時
変
更
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
の
取
組
み
の
紹
介

八千代町下根2525-4　☎52-3555

13 時～ 15 時 30 分

毎月第 4 水曜日ゆめタウン吉田 2Ｆ文化教室
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次の皆さまから、あたたかいご寄附をいただきありがとうございました。
お寄せいただきましたご寄附は、地域福祉活動へ大切に活用させていただきます。

○本会への寄附金については所得税法による寄附金控除が受けられます。
○寄附者ご本人の承諾のもと氏名等を記載しています。（敬称略） 

 

(平成30年3月21日～平成30年6月20日受付分)

○
美
土
里
町

　

横
田
下
市	

	

岡
茂　

玉
栄

●
香
典
返
し

�

（
故
人
／
行
政
区
／
寄
附
者
）

○
吉
田
町

平　
　

静
子	
印　
　

内	

平　
　

義
則

沖
増　
　

話	
新 
町 
中	

沖
増　

修
治

世
良　

征
義	

常 

楽 
寺	
世
良　

隆
子

藤
田　

孝
文	

山
手
日
南
下	
藤
田　

一
磨

大
瀬
音
シ
ズ
ヱ	

久　
　

保	

大
瀬
音
正
光

田
川　

正
則	

印　
　

内	

田
川　

豊
子

田
丸　

里
江	

太
郎
丸
下	

田
丸　

哲
也

上
藤
ハ
ル
ヱ	

高　
　

樋	

上
藤　

泫
莊

吉
見　

実
義	

日　
　

南	

吉
見　

宏
三

河
野　

和
美	

表　
　

桂	

河
野　
　

栄

兼
本　
　

洋	

山 

手 

沖	

兼
本
佐
奈
恵

吉
村　

哲
哉	

谷　
　

桂	

吉
村　

秀
幸

藤
原　

弘
明	

太
郎
丸
上	

藤
原　

和
佳

新
道
ヤ
エ
子	

山 

手 

中	
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社協だより

社協賛助会員・団体会員募集
　市社協では、地域住民やボランティア、関係機関と協働し、様々な福祉活動を展開しています。
　社会的孤立や格差、また人口減少や少子化が進む中、住民が互いに支え合う地域福祉の取組みは今後ますま
す重要となっています。
　住み慣れた地域で、誰もが安心して暮らせるまちづくりを実現させるためには、皆さまの支援が必要となっ
てまいります。
　つきましては、趣旨をご理解いただきまして、賛助会員・団体会員としてご協力くださいますようお願い申
しあげます。なお、戸別会員につきましては、改めてご案内させていただきます。

★社協会員の区分と会費（年額）
戸別会員（世帯） ５００円／１世帯

賛助会員（個人） １，０００円／１人　

団体会員（団体・法人） ３，０００円／１団体

★賛助・団体会員になると
・広報紙、ホームページに会員名を掲載します。
・広報紙、パンフレットを配布します。
・各種研究・調査結果を報告します。
・講習会、研修会への参加案内をします。

★会費はこんなことにつかわれています
〇地域福祉事業・・・ふれあいサロン・配食サービス・小地域のお茶の間づくり事業等の社会福祉事業運営

費として活用します。
　〇社協だより・・・・社協の取組みの紹介や情報発信として、年４回発行しています。
　〇香典・・・・・・・市民の皆さまが亡くなられた際の香典として。

読みやすい、親しみやすい社協だよりをと、いろいろ模索しています。今回はいかがでしょう
か。ご意見、ご感想をおまちしています。
暑い日が続きます。健康にはくれぐれもご留意下さい。� （事務局）

編集後記

ふれあいサロン事業（市内 99 サロン） 小地域のお茶の間づくり事業（市内４か所）

ご賛同いただける方は、市社協本所および
各支所窓口にてお申込みください。

（申込書はホームページからダウンロード
できます。）

年間を通して募集中!!
あなたも地域福祉活動に
参加してみませんか？


